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2008年 4月 28日 センター運営会議
2008年 5月 26日 センター運営会議
2008年 6月 23日 センター運営会議
2008年 7月 28日 センター運営会議
2008年 9月 22日 センター運営会議
2008年 9月 29日 センター研究紹介発表会
2008年 10月 20日 センター第 1回学生研究交流会
2008年 10月 27日 センター運営会議
2008年 11月 11日 部局評価ヒアリング
2008年 11月 25日 センター運営会議





2008年 12月 22日 センター運営会議
2008年 12月 24日 外部評価座談会
2009年 1月 26日 センター運営会議、次期センター長選挙
2009年 2月 23日 センター運営会議
2009年 2月 28日 センターシンポジウム「ノマド化する宗教　浮遊する共同性：現代東北アジアにおける「救い」の位相」
2009年 3月 23日 センター運営会議

























































































































































































































































2008.  4.25　■　高麗大学校日本学研究センタ （ー韓国）
2008.  4.25　■　高麗大学校中国学研究所（韓国）




2005.  9.  1　■　ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所（露）






2001.  3.  1　○　吉林大学（中国）






























































ジア研究』がある。平成 20年度には、叢書 5冊、東北アジア研究シリーズ（和文 1冊、
外国語 1冊）、東北アジア研究アラカルト 3冊、及び『東北アジア研究』第 13号が刊行
されている。
　研究推進委員会では、センター教員の研究を相互に理解し関連情報を交換するために、

































































は第 29回地球研市民セミナー「厳寒のシベリアに暮らす人々と温暖化」（講演会 · セミ





























































































































































































2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
特別推進 （1）    1 0
（1）
    1 0
（1）
    1 26
特定領域 （7）    7 74
（7）
    7 199
（7）
    7 175
（3）
    2 54
（1）
    1 15
（3）
    0 0
基盤（S） （1）    1 29
（2）
    1 26
（2）
    1 22
（2）
    1 9
（4）
    1 21
（1）
    1 18
（1）
    1 17
基盤（A） （4）    1 15
（2）
    1 11
（4）
    1 11
（3）
    2 9
（5）
    1 8
（1）
    1 6
（2）
    1 7
基盤（B）（10）    7 21
（8）
    5 18
（6）
     3 10
（10）
    4 13
（5）
    4 16
（8）
    7 28
（9）
    5 17
基盤（C） （9）    4 5
（6）
    3 3
（5）
    3 4
（7）
    7 9
（7）
    6 7
（9）
    6 7
（13）
    9 11
萌芽・若手 （9）    5 5
（10）
    4 6
（10）
    2 8
（10）
    2 2
（8）
    5 5
（14）
    4 5
（15）




    1 6
（1）
    1 2
（3）
    3 7
（2）
    1 3
（3）
    0 0
合　計 （40）  25 149
（35）
  21 263
（35）
  23 236
（37）
  19 98
（33）
  21 79
（39）
  20 67
（44）




























































































総額 26800千円、一人平均 2978千円である。他に科研費以外の奨学寄付金 2件 2370千












































































































A　教員等の配置、研究組織構成状況（2009 年 1 月現在） ※太字は現職














准教授 1996.12- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
准教授 2000.10- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
助　手 2005.4- 徳田由佳子 科学技術、シベリア地域研究
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.10- 磯部　　彰 中国文学、東アジア文化史
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
教　授 1996.5- 平川　　新 日本近世政治経済史
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
地域生態系
研究
教　授 1997.12- 菊地　永祐 生態学






教　授 2008.4- 石渡　　明 岩石学、地質学
助　教 1999.2- 後藤　章夫 火山物理学、マグマ物性
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
助　教 2008.12- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学
地域計画科学
研究







教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 



















区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2009年 3月現在） 53.7歳 44.2歳 39.0歳
教員の平均勤続年数　（　　　〃　　　） 8.1年 9.6年 6.4年






0% 20% 40% 60% 80% 100%
D　研究支援組織の整備・機能状況（2009 年 1 月現在）
　　 所　　属 職　　名 氏　　名
事　務　室
文学部事務長 影山　洋正
専 門 員 鴇田　敬二
主 任 伊藤亜紀子




















































































































































Dendevin Badarch／ 2001.11.1～ 2002.2.14
 ：モンゴル科学技術大学学長




Fan-Niang Kong／ 2002.6.15～ 2002.10.14
 ：ノルウエー土木研究所





















S. V. Rasskazov／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
 ：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
 ：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
 ：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
 ：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
 ：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
 ：釜山大学教授
S. A. Papkov／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
 ：中国　復旦大学教授
S. Bouterey／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
 ：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
 ：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
 ：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
 ：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長
L. Kondrashov／ 2007.3.13 ～ 2007.6.30
 ：ロシア　ハバロフスク州立自然環境管理訓練所長
－ 32－
ツォルモン，ソドノム／ 2007.3.16 ～ 2007.6.30
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所　シニア・サイエンティスト
Ignatyeva Vanda／ 2007.7.1～ 2007.9.30
 ：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長




Voytishek Elena／ 2007.11.5～ 2008.2.29
 ：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授




Jan Olof Svantesson ／ 2008.5.19 ～ 2008.8.31
 ：スウェーデン　ルンド大学教授
飯坂　譲二／ 2008.7.1 ～ 2008.10.31
 ：カナダ　ビクトリア大学地理学科教授
布仁巴図／ 2008.9.1 ～ 2009.1.15
 ：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
Black John Andrew ／ 2008.11.1 ～ 2009.3.31
 ：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 ～ 2009.7.15
 ：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
　〔客員教授の出身国（1996年度～ 2008年度）〕



































　　 氏　名 期　間 研　究　課　題

























田淵　陽子 2006.4.1 － 2010.3.31 モンゴル史
高木　茂人 2006.4.1 － 2010.3.31 陸水生態学 
吉葉　恭行 2006.7.1 － 2010.3.31 技術史、技術移転論
若林　陵一 2007.4.1 － 2011.3.31 日本中世史
金谷　　弦 2007.4.1 － 2009.3.31 動物生態学、生物地球化学
中村　知子 2008.4.1 － 2011.3.31 文化人類学
八島　隆之 2008.4.1 － 2010.3.31 経済哲学
佐藤　憲行 2008.10.1 － 2010.9.30 モンゴル都市史
－ 35－
























































































































































































































区　　　　分 2004 2005 2006 2007 2008










科 学 研 究 費 補 助 金 236 98 79 67 82
科学研究費補助金以外の政府資金 121 29 53 50 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 0 0 12
受 託 研 究 4 3 5 4 7
受 託 事 業 0 0 0 6 6
寄 附 金 13 13 9 1 3
学 術 指 導 1 1 0 1
総　　　　計 850 605 646 667 617


























　　 区　　　分 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
人件費 運営費交付金 300 279 326 358 310
物件費
運営費交付金 146 167 164 160 179
その他 30 15 9 21 17





2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 計








































































































































1.52 1.61 1.32 1.63 1.91 1.59
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 計



















受 託 研 究
件数 2 1 1 2 3
金額 3,730 3,200 5,000 4,460 7,409




件数 4 5 9 1 4
金額 12,950 12,914 9,048 300 3,420
学 術 指 導
件数 2 1 1
金額 1,200 1,000 500
計
件数 6 8 11 4 10






金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究 25,420 東亜建設工業㈱
受託研究 5,353 科学技術振興事業団 2,730 科学技術振興事業団 3,200 科学技術振興事業団
2,000 科学技術振興事業団 1,000 科学技術振興事業団
650 秋田県
寄附金 13,000 日本鋼管㈱ 9,750 日本鋼管㈱ 10,000 平和中島財団
2,500 合同資源産業㈱ 2,800 合同資源産業㈱ 714 アジア航測㈱
2,000 日本鋼管㈱ 400 齋藤報恩会 400 斉藤報恩会
1,000 旭硝子財団 1,500 合同資源産業㈱












受託研究 5,000 科学技術振興事業団 390 科学技術振興機構 2,860 科学技術振興機構
4,070 科学技術振興機構 2,500 日本学術振興会
2,049 埼玉大学
受託事業 5,500 日本学術振興会 5,500 日本学術振興会
寄附金 2,200 住友財団 300 ㈶斎藤報恩会 220 村田学術振興財団
2,000 合同資源産業㈱ 700 日本科学協会
1,930 平和中島財団 2,150 高速道路関連社会
1,500 JFE 21世紀財団 貢献協議会
1,418 ジャパンエナジー他 4件 350 ㈶斎藤報恩会
学術指導 1,000 ㈱ジャパンエナジー 500 三菱電機特機システム㈱
－ 43－
　＜補助金間接経費＞
　　 区　　分 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
補助金間接
経　費
件　数 3 2 15 23
金　額
（百万円）















































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2010（平成 22）年度（4年間）
組　織



























































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間）
組　織




































































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2011（平成 23）年度（5年間） 
組　織




















































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間）
組　織













































































認 可 期 間 2007（平成 18）年度 ～ 2011（平成 22）年度（5年間）
組　織



























































い評価を得ている N. N.ボルホヴィチノフ編『ロシア領アメリカの歴史 ― 
1732～ 1867年』（モスクワ、1997～ 1999年）から、18～ 19世紀初頭の日
露関係史に関係する章を選択し、翻訳したもの。

















認 可 期 間 2007（平成 19）年度～ 2011（平成 23）年度（5年間）
組　織






















研 究 経 費

















































認 可 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度（4年間）
組　織

















































































































研 究 題 目
中国の民族理論とその政策的実践の文化人類学的検証
― 中華民族多元一体構造論を中心に ― 
研 究 期 間 2005（平成 17）年度 ～ 2009（平成 21）年度（5年間） 
研 究 組 織











































研 究 題 目
旧ソ連を中心とするポスト社会主義世界におけるマイノリティ・ビジネスの
展開と私的所有観生成についての学際的研究
研 究 期 間 2006（平成 18）年度 ～ 2008（平成 20）年度（3年間） 
研 究 組 織























































研 究 題 目 数理地理モデルによる東北アジア地域の土地利用形態の比較分析
研 究 期 間 2006（平成 18）年度 ～ 2008（平成 20）年度（3年間） 
研 究 組 織







































研 究 題 目 西シベリア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中心とした生態系解析
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間） 
研 究 組 織














































研 究 題 目
旧ソ連圏アジア地域の学術・教育におけるアイデンティティ再構築に関する
研究 
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間） 
研 究 組 織




































研 究 題 目 二十世紀の東北アジアをめぐる中国、ロシア（ソ連）史の課題と展望
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2010（平成 22）年度（4年間） 
研 究 組 織

























して、上野は平成 20年 5月中旬に台湾・国史館、11月上旬にアメリカ ･スタ











研 究 題 目 北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度
研 究 組 織







































研 究 題 目 白頭山の火山危機に関する日中韓 3ヶ国共同研究 
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間） 
研 究 組 織































































研 究 題 目 シベリアに見られる人類生態と社会技術の相互作用：先住民の生業文化・土木システム・環境運動
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2012（平成 24）年度（6年間） 
研 究 組 織















































































研 究 題 目 湖沼沿岸生態系食物網の解析的研究
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2010（平成 22）年度（3年間） 
研 究 組 織











































  （1996年度～ 1997年度、代表者：瀬川昌久）
・近代化過程における東北アジア諸地域の変容の諸問題
  （1996年度～ 1998年度、代表者：吉田忠）
・東北アジア地域における歴史・文化的背景および経済・技術的変遷からみた環境問題
  （1996年度～ 1999年度、代表者：宮本和明）
・日本における北方交流史料の調査と分析
  （1996年度～ 1999年度、代表者：入間田宣夫）
・東北アジアにおける交易拠点の比較研究




  （1997年度～ 1999年度、代表者：山田勝芳）
・東アジア出版文化史を通して見る社会変容の研究
  （1997年度～ 1999年度、代表者：磯部彰）
・東アジアの儀礼・芸能における身体と社会の表象
  （1997年度～ 1999年度、代表者：成澤勝）
・モンゴルの草原に関する総合研究
  （1999年度～ 2000年度、代表者：岡洋樹）
・文化のディスプレイと伝統の再編
  （1999年度～ 2000年度、代表者：瀬川昌久）
・古ツングースの生産文化に関する自然科学的再検証




  （2000年度～ 2002年度、代表者：谷口宏充）
・東北アジアにおける民族移動と文化の変遷
  （2000年度～ 2001年度、代表者：徳田昌則）
・東アジア出版文化の研究
  （2000年度～ 2004年度、代表者：磯部 彰）
・日露・日ソ関係に関する史的研究
  （2000年度～ 2002年度、代表者：平川新）
－ 73－
・東北アジアにおける計量地域研究のための基盤整備
  （2001年度～ 2003年度、代表者：宮本和明）
・東北アジアにおける民族の跨境生態史の研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：柳田賢二）
・北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研究
  （2001年度～ 2005年度、代表者：岡洋樹）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2003年度、代表者：菊地永佑）
・ポスト社会主義圏における民族・地域社会の構造変動に関する人類学的研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：高倉浩樹 ）
・図們江沿流居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：上野稔弘）
・海南島の地方文化に関する文化人類学的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：瀬川昌久）
・現代韓国及び周辺同胞社会に見る伝統構造・社会動態と民族自我
  （2002年度～ 2004年度、代表者：成澤勝）
・図們江沿流域居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2005年度、代表者：上野稔弘）
・モンゴル語資料の文献学的研究
  （2003年度～ 2005年度、代表者：栗林均）
・白頭山東部における 10世紀巨大噴火と遼・高麗王朝への歴史的影響
  （2004年度～ 2005年度、代表者：谷口宏充）
・江戸東京博物館における東アジア文化展企画研究
  （2005年度～ 2006年度、代表者：磯部彰）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2006年度、代表者：菊地永祐）
・前近代における日露交流資料の研究
  （2000年度～ 2006年度、代表者：平川新）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：岡洋樹）
・東アジア出版文化の総合研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：磯部彰）
・近未来の宮城県沖地震に備えた歴史資料保存のための調査研究事業
  （2005年度～ 2007年度、代表：平川新）
－ 74－
・東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方
  （2005年度～ 2007年度、代表：山田勝芳）
・東北アジア地域ノア画像データベース構築と文系分野への利用研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：工藤純一）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究































































































































































































































































































































































講演者： 外国人客員教授　John Andrew Black（オーストラリアシドニー大学教授
（ニューサウスウェールズ大学名誉教授））



















タイトル：Arctic in change: Anthropology of the North
　The Arctic today is a region in change. Global environmental change affects 
the Arctic with particular force. As a geopolitical region the Arctic - commonly 
viewed as remote periphery of little relevance to mainstream issues - has 
became a vibrant geopolitical entity. New global mega-cooperations embrace 
the circumpolar Arctic in a way never seen before: The EU Northern Dimension 
Initiative, Arctic Council, Northern Forum, and others. These examples show the 
growing significance of the region in a global context. In my intro-presentation 
I focus on the main issues of my anthropological research on impacts of these 
climatic and global changes on northern societies in Fennoscandia and Russia 
considering national, regional and local scales.
Key words :  vulnerability, adaptation, climate change, northern communities, top-
down and bottom-up globalisation
3月 23日
Florian Stammler
タイトル： “Industrialisation and sustainable communities in the North: 
Interdisciplinary research experience from the Arctic Centre”
University of Lapland, Finland.
　In this introductory presentation, I highlight some of the crucial topics that 
connect the anthropology research team at the Arctic Centre, Finland, with 
－ 86－
colleagues from other disciplines in domestic and international cooperation. 
The topic of industrialisation offers great potential for breaking new ground in 
interdisciplinary research with applied angles. I show how we approached the study 
of the consequences of oil & gas development in Siberia from the angles of botany, 
remote sensing, climate research and anthropology, as well as the community 
building and population movements during these processes in demography, 
political economy and anthropology. Finally I introduce some ideas about effective 












1992.  8. 10
1999. 11.  9
2000.  1. 12
2000.  8. 21
2001.  3.  1
2001.  6. 25
2001. 11. 16
2002. 10.  1
2002. 10.  1
2003.  7.  4
2005.  9.  1
2005. 10. 10
2007.  3. 26
2008.  4.  1
2008.  4. 25
2008.  4. 25

































































・2009 年 8 月 1 日～ 6 日ノボシビルスク開催共同シンポジウムの準備サポート（日
本側代表：金属材料研究所　川添良幸教授）
・Russian-Japanese workshop “State of materials research and new trends in 
material science”（日ロワークショップ“最先端材料研究と材料科学の新潮流”）


























・Cornelius Rahmn and his works on the Kalmuck language


























10.  岡洋樹編『内なる他者＝周辺民族の自己認識のなかの「中国」 ─ モンゴルと
華南の視座から ─ 』（2009）
－ 90－



















3. 成澤勝編「環中華の儀礼と芸能 ─ 朝鮮を軸に ─ 」（2001） 
4. 栗林均・精扎布編「『元朝秘史』モンゴル語全単語・語尾索引」（2001）
5. K. Litasov, H. Taniguchi, Mantle Evolution beneath the Baikal Rift （2002）
6.  岡洋樹編「モンゴル研究論集　東北大学東北アジア研究センター・モンゴル研
究成果報告 I」（2002）
7.  宮本和明「東アジア 3国における自動車保有・利用の実態と社会意識の調査研















18.  S. G. Catane, H. Taniguchi, A. Goto, A. P. Givero and A. A. Mandanas, 





21.  S. V. Rasskazov and H. Taniguchi, Magmatic Response to the Late 




24  N. Tserempilov, “ANOTATED CATALOGUE of the collection of Mongolian 
manuscripts and xylographs MII of the Institute of Mongolian, Tibetan 
and Buddhist studies of Siberian Branch of Russian Academy of Sciences”, 
（2006）
25. 瀬川昌久編「海南島の地方文化に関する文化人類学的研究」（2007）
26. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 2集」（2007）
27. 岡洋樹編「モンゴルの環境と変容する社会」（2007）






31. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 3集」（2008）












第 3号  徳永昌弘・徳田昌則編「エリツィン時代のロシアとその後：日露関係の
展望」（2000）
第 4号  伊賀上菜穂編「新世紀の東北アジア ─ 日中露三国をめぐる国際関係の
歴史と将来 ─ 」（2001） 
第 5号 キム・レチュン講演、柳田賢二編「老子とトルストイ」（2001）
第 6号 寺山恭輔・塩谷昌史編「東北アジアの共生とユートピア」（2002）
第 7号  東北アジア研究センター開設 5周年記念特刊「新しい地域研究を求めて 
─ 東北アジア研究センターの現在と明日への展望 ─ 」（2002）
第 8号  平川新、A. A. キリチェンコ「日本とロシア ─ その歴史を振り返る ─ 」
（2003） 
第 9号 吉田忠・磯部彰「東アジアの本とさし絵」（2004）
第 10号  山田勝芳編「『東北アジア』“Northeast Asia”の現在・未来を考える ─ 
日本における『東北アジア』関係機関の集い ─ 」（2004）
第 11号　 磯部彰編「市民フォーラム 2003明治大正期の根岸町子規庵界隈とその後」
（2004）
第 12号 徳田由佳子編「シベリア通信 2000年 ─ 2004年」（2004）
第 13号  山田勝芳編「人口・労働問題から見た東北アジアと東南アジア　─ 
ASEAN+3の行方を人口・労働問題から見る ─ 」（2004）
第 14号 徳田由佳子編「新技術開発ダイジェスト 2001年 ─ 2004年」（2005）
第 15号  磯部彰編「東北アジア研究センター共同研究『東アジア出版文化の総合
研究』研究成果報告『東アジア出版文化の研究』に係る研究成果等の社
会公表」（2006）
第 16号  セルゲイ・パプコフ、寺山恭輔、畠山禎「三人の大統領とソ連・ロシア：
ペレストロイカ、ソ連崩壊、再興」（2006）
第 17号  磯部彰編「東シナ海近世現代出版文化研究（「東アジア出版文化の総合
研究」報告書Ⅱ）」（2007）




第 19号  工藤純一編「東北大学・ロシア科学アカデミーシベリア支部学術交流協
定締結 15周年記念シンポジウム報告書」（2008）
第 20号  斎藤由佳、前田ひろみ翻訳、寺山恭輔編集『ロシアの北太平洋進出と日
本 ─ 『ロシア領アメリカの歴史』より ─ 』（2009）
第 21号 徳田由佳子編『シベリア通信 2　2004年～ 2008年』（2009）
第 22号 徳田由佳子編『新技術開発ダイジェスト 2　2004年～ 2008年』（2009）
�『東北アジア研究センター　ニューズレター』





第 36号／ 2008年 5月 15日発行
第 37号／ 2008年 8月 12日発行
第 38号／ 2008年 12月 15日発行











































































































金本 圭一朗 （明日香研、M1）「貿易に伴う CO2排出量の推計と消費ベースのイ
ンベントリ」



















Hamid KIUMARSI (D1, Iran), Motoyuki SATO 「Design and implementation 
of a Ka band balanced ampliﬁer with six port power divider」
鴫原亮介・奥村誠「都市構造再編による公共交通活用のためのゾーン特性分析」
Khamis MANSOUR (D1, Egypt), Motoyuki SATO 「Simulation of fracture 
srufaces by power spectrum fractal model」
石山翔・奥村誠「通信技術の発達を考慮した都市間交通流動の経年的分析」
林直樹・佐藤源之「地雷検知用バイスタティックレーダの開発」
Calros Alberto FONSECA (Okumura Lab.) (D2) (Mexico) 「Transprt 
management in Aobayama Campus」
朝山慎一郎（明日香研、M2）「『客観的』なメディアと科学－日本における
IPCCの新聞報道の構造－」
Mahmoud GABALLAH (D1, Egypt), Mark GRASMUECK and Motoyuki 














Valentina Nikitina (St.Petersburg State Marine Technical University)
Electromagnetic ﬁelds on board ships. Assessment of danger for the crew, 
hygienic regulation, Russian experience in protection from EMF.
Nikolay Khokhlov (Limited Liability Company NANODIAGNOSTIKA)
Quasistatic electromagnetic tomography methods and its applications 
developed in the Institute for Radioengineering and Electronics (Moscow, 
Russia)
Nina Rubtsova (Research Institute of Occupational Health of Russian 
Academy of Medical Sciences)
Power frequency electromagnetic fields: biological effects, hygienic 
standardization, methods of control and protection. Experience of Russia
Alexander Worshevsky (ELEMCOM)
EMC standardization in Russia
Nikolay Chubinsky (Moscow Institute of Physics and Technology)












































































































集中講義　大阪大学　2008年 8月 6～ 8日、12月 24～ 27日
－ 103－
ロシア・シベリア研究分野
学内活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
2007年 4月～ 2008年 3月　学生生活協議会
学位授与数（2008年 4月～ 2009年 3月）
大阪大学　1







国内会議発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦ 2008年 8月 9日　「20世紀と日本研究会」（姫路）　発表「1930年代ソ連の対モン
ゴル政策」
◦ 2008年 11月 23日　2008年度西洋史研究会大会共通論題『現代連邦制の世界史的
位相 ― 解体と統合の諸相 ― 』　発表：論点開示「ロシア・ソ連の国境と国家」
◦ 2008年 12月 2日　日本国際問題研究所ロシア研究班　発表「外交からみた現代ロ
シアにおける政策決定過程」
◦ 2009年 3月 7日　西日本ロシア・東欧史研究会（神戸大学）　発表：1930年代後
半のソ連極東における動員政策」
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究C 2007年 4月～ 2010年 3月
［スターリン時代のソ連国境地帯における民族問題と統治政策に関する基礎的研究］
基盤研究B 海外 2009年 4月－ 2014年 3月
「1920-1940年代の中国・ソ連における民族政策の比較研究」（分担）




























































2000年～ 2002年  1990年代以降のポスト社会主義圏における人類学研究の展開に
ついて






























学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦第 29回地球研市民セミナー「厳寒のシベリアに暮らす人々と温暖化」（講演会・セ
ミナー）2008年 11月
◦＜見る、さわれる、知の旅＞トナカイ！ トナカイ !!　トナカイ !!!　地球で一番寒
い場所での人間の暮らし（展示会）2008年 12月




外部機関における活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
地域研究コンソーシアム運営委員 2006年 4月～現在
学内活動




















国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
2008年 10月 7日高倉浩樹「3人の民族知識人とヤクート民族学研究」（ロシア語）、Ｇ．
クセノフォントフ生誕百年記念国際会議、ロシア・ヤクーツク市（基調講演・招待）
2008年 8月 28日 Takakura Hiroki 2008 “A wise hunter as the image of father among 
the arctic pastoralists Sakha: Masculine identity, subsistence, and indigenous minority.” 
6th International Congress of Arctic Social Sciences, Nuke: University of Greenland.
（一般）











その他研究活動（2008年 4月～ 2009年 3月）









科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）




その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
東北開発記念財団　平成 20 年度（前期）海外派遣援助 2008年 7月
［ポスト社会主義における放牧から狩猟への生業転換］
日本学術振興会国際学会派遣事業平成 20年度第二期 2008年 8月～ 2008年 8月
［第六回国際北極社会科学会議における発表］












3）A wise hunter as the image of father among the arctic pastoralists Sakha: 
Masculine identity, subsistence, and indigenous minority. ［Book of Abstracts 6th 







7）The concept of manhood in post-socialist Siberia :  The Sakha father as a wise 
hunter and a pastoralist.［Sibirica, 8(1), (2009 March), 45-67］ Takakura, Hiroki、
査読有












6）A wise hunter as the image of father among the arctic pastoralists Sakha: 
Masculine identity, subsistence, and indigenous minority. ［Book of Abstracts 6th 




















































Japanese-German Workshop on Baltic History, University of Greifswald (May 
2, 2008) Masachika SHIOTANI, The Structural Change of Commodity Trade in 
Nizhegorod Fair in the middle of 19th century
－ 112－
ロシア・シベリア研究分野
行政機関・企業・NPO等参加（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦外務省欧州局ロシア支援室　企画競争審査員として外部評価を行う（2008年 7月
10日～ 11日、2008年 12月 5日）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
萌芽研究「露清貿易の再検討－山西商人の観点より」
その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
アジア歴史研究助成金 2006年 12月～ 2008年 11月
［ユーラシア大陸におけるアジア商人のネットワーク－山西商人を中心に－］
著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
塩谷昌史編『帝国の貿易　18～ 19世紀ユーラシアの流通とロシア』、東北アジア研
究シリーズ 11、2009年 2月
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
塩谷昌史「寄贈ロシア紙幣について」『東北アジア研究』第 13号、2009年 3月

































学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
法人シベリア研究所（NPO）（2006～）
























































著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
栗林均『「元朝秘史」モンゴル語漢字音訳・傍訳漢語対照語彙』東北大学東北アジア
研究センター、538頁、2009年 2月














































































国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦ノヴォシビルスク国立大学と共同で開催されたワークショップにおいて「Japan’s 
Contribution to the Historical Study of Inner Asia ̶ Focusing on the school 
－ 119－
モンゴル・中央アジア研究分野
of Tokyo University — 」と題する報告を行った。








科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究B 2007年 4月～ 2009年 3月
［旧ソ連圏アジア諸国・地方における歴史的伝統の再定義と学術・教育動向に関す
る研究］













2）Mongol:n tyyhi;n sudalgaan: wine handlaga5 tulgamdsan asuudal （XVII-XX zuun: 
ehen）. Emhetgesen Xuluun: Dawdavaa5 Oka Hiroki5 Northeast Asian Study Series 





































2001年～ 2002年  科研費（基盤研究C⑵）「旧ソ連高麗人の民族文化の継承と変遷
に関する研究」研究代表者
2005年～ 2006年  科研費（基盤研究C）「現代中央アジア少数民族における言語接
触に関する研究」研究代表者



































その他研究活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
ウズベキスタン・カザフスタン・キルギスにおける民族間共通語としてのロシア語に
関するフィールドワーク（2007年 9月～現在）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究C 2007年 4月～ 2010年 3月
［現代中央アジア諸国における民族間共通語としてのロシア語の地位に関する比較研究］


















































































学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
東アジア出版文化の展示会（その他）2000年 12月～現在
行政機関・企業・NPO等参加（2008年 4月～ 2009年 3月）
中国社会科学院（その他）中国古代小説研究編集委員会　編委 2004年 9月～現在
高麗大学校中国学研究所編集委員 2008年 5月～現在
日本学術振興会学術システム研究センター専門研究員 2008年 4月～ 2009年 3月
学内活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
学務審議会委員 2008年 4月～ 2010年 3月
全学教育科目委員会 2008年 4月～ 2010年 3月
学術資源研究公開センター運営専門委員会委員 2008年 4月～ 2010年 3月
－ 126－
中国研究分野







国際会議　主催・運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦日本学術振興会国際研究集会「第 4回東アジア出版文化に関する国際学術会議」







国内会議　主催・運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
第 1回特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会（2008年 7月 27日、仙台市）
第 2回特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会（2008年 12月 18日、東京）





科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
日本学術振興会 科学研究費補助金　基盤研究C（一般）「明代教派系宝巻形成の研究
－嘉靖萬暦の宗教故事の摂取を焦点に－」2007年 4月～ 2008年 6月
文部科学省科　学研究費補助金　特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」2008年 6
月～現在







著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
ものがたり東北大学の至宝（共著　執筆担当部分）〔『東北大学の至宝』編集委員会編
東北大学出版会、2009年 1月〕
国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦パネルディスカッション「中国四大奇書の成立と出版－嘉靖・萬暦の出版活動」座




















































学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
地域研究コンソーシアム理事 2007年 4月～現在
日本文化人類学会理事・評議員 2006年 4月～現在
同学会誌編集委員書評主任 2006年 4月～ 2008年 3月
同学会賞選考委員 2008年 4月～現在
国立大学附置研究所・センター長会議 2007年 4月～ 2009年 3月
学内活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
部局長（センター長）2007年 4月～ 2009年 3月
教養教育改革ワーキンググループ 2007年 7月～ 10月
教養教育改革会議 2007年 4月～ 2009年 3月
キャンパス将来計画委員会 2007年 4月～ 2009年 3月
施設整備運用委員会 2007年 4月～ 2009年 3月
東北大学出版会評議員会 2007年 4月～ 2009年 3月
川内キャンパス整備委員会 2007年 4月～ 2009年 3月
川内北キャンパス協議会 2007年 4月～ 2009年 3月
国際高等研究教育機構運営審議会 2007年 4月～ 2009年 3月














科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究B　2007年 4月～ 2010年 3月［中国の民族理論とその政策的実践の文化人
類学的検証－中華民族多元一体構造論を中心に－］
基盤研究C　2008年 4月～ 2011年 3月［中国南部少数民族の族譜に関する文化人類
学的研究］
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）海南島黎族の事例－清末から現在に至るリー族と漢族諸集団の相互関係［東北アジ
ア研究シリーズ⑩・東北アジア研究センターシンポジウム「内なる他者」］瀬川昌久
総説・解説記事（2008年 4月～ 2009年 3月）


















































































































学友会全学協議会予備協議員 2007年 4月～ 2008年 3月
－ 135－
中国研究分野
学位授与数（2008年 4月～ 2009年 3月）
3件（MC2件、DC1件：いずれも副査）






















科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究B 2007年 4月～現在（研究分担者）
［中国の民族理論と民族間関係の動態－文化人類学的視点からの検証］

































































































8）文化遺産防災フォーラム in東京、2009年 3月 6日、東北芸術工科大学東京サテラ
イトキャンパス、論題「三度目の地震はいつ来るのか－岩手宮城内陸地震の経験から」
その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
寄附金 2008年度
斎藤報恩会学術助成「宮城地震に伴う歴史資料の保全活動と資料所在調査」
著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）『開国への道』（全集日本の歴史第 13巻）、全 358頁、小学館、2009年 11月
2）『歴史探訪　関山街道を歩く』（高橋陽一と共著）、全 126頁、社団法人東北建設協
会、2009年 3月

















































































百周年記念国際シンポジウム「女性百年」刊行委員会 2007年 11月～ 2009年 3月








国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦ Institutional Interaction, Domestic Politics, and Policy Integration [2nd Global 
International Studies Conference “What keeps us apart, what keeps us together? 
International Order, Justice, Values”]（2008年 7月 23～ 26日、スロベニア）口頭 
（一般）
◦ Refining the Epistemic Community Approach: The need for a micro and 
macro analysis of epistemic community formation and its influence [British 
International Studies Association Annual Conference 2008]（2008年 12月 15～
17日、イギリス）パネル（指名）
◦ Path-dependence and paradigm-shift: How cetacean scientists learned to develop 
scientiﬁc management procedures surviving the controversial whaling regime 
－ 143－
日本・朝鮮半島研究分野
（1974-1994） [International Studies Association 50th Annual Convention 2009]
（2009年 2月 15～ 18日、アメリカ）パネル（指名）
国内会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦日本の捕鯨外交を問い直す：商業捕鯨モラトリアム以降の外交目的と実態の乖離［環
境経済・政策学会 2008年大会］（2008年 9月 27～ 28日、豊中市）口頭（一般）
◦科学アセスメントの学習プロセス－経路依存性、パラダイム転換、境界構築［第 7
回（2008年度）科学技術社会論学会年次研究大会］（2008年 11月 8～ 9日、豊中市）
口頭（一般）
◦地球温暖化と科学－日本における IPCC の新聞報道の構造［第 7 回（2008 年度）
科学技術社会論学会年次研究大会］（2008年 11月 8～ 9日、豊中市）口頭（一般）
国際会議　主催・ 運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
International Studies Association 50th Annual Convention 2009（2009年 2月 17日、
アメリカ、ニューヨーク）［運営］セッションオーガナイザー
国内会議　主催 · 運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
環境経済・政策学会 2008年大会（2008年 9月 27日、豊中市）［運営］「貿易と環境」セッ
ション座長
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究B 2008年 6月～ 2011年 3月［地球温暖化とオゾン層破壊問題との政策的相
互連関に関する分野横断的研究］
若手研究B 2008年 6月～ 2010年 3月［炭素隔離技術に関する国際的技術アセスメン
トの有効性評価とその要因分析に関する研究］





























学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
（行政機関）













国内会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦安野翔○、鹿野秀一、村岡歩、嶋田哲郎、原浩太、佐藤洋介、菊地永祐　オオユス
リカ幼虫へのメタン食物連鎖の寄与の季節変化　日本陸水学会第 73回大会（北海
道大学）2008年 10月 10日～ 13日（ポスター）
◦鹿野秀一○、菊地永祐、嶋田哲郎、進東健太郎　伊豆沼・内沼のハス群集の生育拡




73回大会（北海道大学）2008年 10月 10日～ 13日（口頭発表 10／13）
◦村岡歩○、鹿野秀一　マイクロコズムを用いた有機物起源の硫酸還元細菌群集に対




手県立大学）2009年 3月 17日～ 21日（口頭発表）
◦安野翔、鹿野秀一、嶋田哲郎、進東健太郎、菊地永祐○　炭素・窒素安定同位体比
を用いた浅い富栄養湖伊豆沼の底生動物の餌資源解析　第 56回日本生態学会大　
（岩手県立大学）2009年 3月 17日～ 21日（口頭発表）
◦安野翔○、山中寿朗、鹿野秀一、菊地永祐　炭素安定同位体比の異なるオオユス
リカ幼虫個体間の脂肪酸組成の違い　第 56回日本生態学会大会（岩手県立大学）
2009年 3月 17日～ 21日（ポスター）
◦村岡歩○、金谷弦、鹿野秀一　汽水域底土における硫酸還元細菌群集構造の実験的
解析　第 56回日本生態学会大会（岩手県立大学）2009年 3月 17日～ 21日（ポスター）







科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究B　代表者、2007年 4月～ 2010年 3月
［西シベリア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中心とした生態系解析］
基盤研究C　代表者、2008年 4月～ 2011年 3月
［浅い湖沼におけるメタンの底生生物食物連鎖への寄与 ]］
その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
共同研究費 2007年～ 2010年
［西シベリア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中心とした生態系解析］
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）Parasite-induced changes in nitrogen isotope signatures of host tissues. J. 
Parasitol. 94, （2008） 292-295.　査読有
Doi H, Yurlova NI, Vodyanitskaya SN, Kikuchi E, Shikano S, Yadrenkina EN, and 
Zuykova EI.
2） Stable isotope charaterization of ﬂuids form the Lake Chany complex, western 
Siberia, Russian Federation Applied Geochemistry 24, （2009）, 319-327.　査読有
Mizota C, Doi H, Kikuchi E, Shikano S, Kakegawa T, Yurlova N, Yurlov AK.
3） Contribution of organic matter sources to cyprinid ﬁshes in the Chany Lake-
Kargat River estuary, western Siberia. Marine and Freshwater Research （2009, in 
press）　査読有



























































学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
石川県白山自然保護調査会会員




学位授与数（2008年 4月～ 2009年 3月）
主任指導　なし　（本学及び東京大学で博士論文審査員を務めた）




国際会議主催・運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
米国地球物理連合秋季大会（AGU Fall Meeting）（San Francisco、2008.12）で
巨大火成岩区（LIP）に関するセッションの co-convener
国内会議主催・運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
日本地質学会・日本鉱物科学会共催の秋田大会（2008.9）で「岩石・鉱物・鉱床学一般」
セッション世話人




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究 C　一般　「中部・東北日本の第三紀島弧火山岩によるマントル・プローブ」
（本年度は直接経費 1,500,000円、間接経費 450,000円、平成 22年度まで継続）




著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
日本地質学会編（2009）日本地方地質誌「近畿地方」（石渡執筆分：大浦複合岩体、大浦層、
夜久野塩基性岩類、北但層群の火山岩類）朝倉書店
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
Ichiyama, Y., Ishiwatari, A., Koizumi, K. (2008) Petrogenesis of the greenstones 
from the Mino-Tamba belt, SW Japan: evidence for an accreted Permian oceanic 
plateau. Lithos (LIP Special Issue), 100, 127-146（査読有）
石渡　明・小栗尚樹・原田佳和（2009）岩手・宮城内陸地震（2008）の墓石転倒率分
布とその地震学的考察。東北アジア研究、vol. 13、1-16（査読有）













泊　次郎著」。Geo-Flash No. 37（2008年 8月 5日）記事 No. 5-2
石渡　明・小栗尚樹・原田佳和（2008）岩手・宮城内陸地震墓石転倒率分布調査（2008
年 6月 30日現在）日本地質学会 HP
石渡　明（2008）書評：英語の会議に出る前に読む本。Geo-Flash No. 32（2008年 6
－ 151－
地球化学研究分野





石渡　明（2008）カタカナ英語本の紹介。Geo-Flash、No. 23（2008年 3月 4日）、
記事 No. 4
石渡　明（2008）論文紹介：中国の大別蘇魯衝突帯の東方延長に新説。日本地質学会
























































国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
1.　Goto, A., Ripepe, M. and Lacanna, G. Synchronized analysis of high-rate-
sampled acoustic waves and video images on Stromboli volcano. IAVCEI 2008 
General Assembly, August 17-22, 2008. Reykjavik, Iceland.
国内会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
1.　小栗尚樹、宮本毅、後藤章夫、谷口宏充。伊豆大島火山 1951年溶岩流の表面形態。
日本地球惑星科学連合 2008年大会、千葉、2008年 5月 25-30日
2.　後藤章夫、Ripepe, M.、Lacanna, G. ストロンボリ火山の噴火映像と高速度収録
された空振波形の解析。日本火山学会秋季大会、岩手、2008年 10月 11-14日








1）Fujita, E., Hidaka, M., Goto, A. and Umino, S. Simulations of measures to 
control lava ﬂows. Bull. Volcanol., online.（査読有）
2）Ichihara, M., Ripepe, M., Goto, A., Oshima, H., Aoyama, H., Iguchi, 
M., Tanaka, K. and Taniguchi, H. Airwaves generated by an underwater 
explosion: Implications to volcanic infrasound. J. Geophys. Res., 114, B03210, 
－ 154－
地球化学研究分野




















































国内会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
地球惑星科学連合大会（2008年 5月 25～ 29日、日本国）ポスター（一般）
日本地質学会秋季大会（2008年 9月 20～ 22日、日本国）口頭（招待）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
若手研究B　2007年 4月～ 2009年 3月
［東北アジア白頭山地域における中世末の大規模森林破壊に関する総合研究］
研究論文（2007年 4月～ 2008年 3月）
1）　Kuritani, T., Kimura, J.-I., Miyamoto, T., Wei, H., Shimano, T., Maeno, F.,Jin, 
X., Taniguchi, H. (2009) Intraplate magmatism related to deceleration of upwelling 
asthenospheric mantle: implications from the Changbaishan shield basalts, 




















































1）Naoto Hirano, New type of volcano, petit-spot, in response to the plate ﬂexure. 
2008 IAVCEI General Assembly, 19 August 2008, University of Iceland, Reykjavík.
2）Shiki Machida, Naoto Hirano & Jun-Ichi Kimura, Petit-spot, A Unique Window 
for Viewing Earth Recycling. 2008 Fall Meeting, American Geophysical Union, 
December 2008, Moscow Center, San Francisco, California.
3）Azusa Shito, Hiroko Sugioka, Aki Ito, Kiyoshi Baba, Natsue Abe, Naoto 
Hirano, Hajime Shiobara, Toshihiko Kanazawa, & KR07-06/YK08-09 On-board 
Scientsists, Seismic properties in the asthenosphere beneath the petit-spot region 
inferred from BBOBS data. 2008 Fall Meeting, American Geophysical Union, 
December 2008, Moscow Center, San Francisco, California.
4）Natsue Abe, Kiyoshi Baba, Naoto Hirano, Toshiya Fujiwara, Azusa Shito, 
Hiroko, Sugioka, Hideki Hamamoto, Shiki Machida, Junji Yamamoto, Aki Ito, 
Ayu Takahashi & Yuki Koike, Petrochemistry and geophysics of the petit-spot 
volcanism. AGU Chapman Conference on Shallow Mantle Composition and 
Dynamics Fifth International Orogenic Lherzolite Conference, September 22-26, 
2008, Mount Shasta Resort, Mount Shasta, California.
5）Natsue Abe, Shoji Arai, Junji Yamamoto & Naoto Hirano, A xenolith-inferred 
structure of an old oceanic plate: Implications from petit-spot studies in the 
Cretaceous Paciﬁc Plate. AOGS2008, 16-20 June 2008, Busan, Korea.
6）Keiko Sato, Hidenori Kumagai, Hajimu Tamura, Naoto Hirano & T. Danhara, 
K-Ar, Ar-Ar, FT ages and degassing process of two type of andesitic magma. 
European Geosciences Union General Assembly 2008, Geophysical Research 
Abstracts, Vol. 10, EGU2008-A-11618, 13-18th April 2008, Vienna, Austria.
国内会議　発表・講演
1）平野直人、沈み込む海洋プレート上の新タイプ火山活動の発見とメカニズムの解





分化過程。日本地球惑星科学連合 2008年大会、2008年 5月 25～ 30日、幕張メッセ、
千葉



















































海洋研究開発機構調査船「みらい」南太平洋調査航海乗船（2月 6日タヒチ～ 3月 14
日チリ）
研究論文
1）Naoto Hirano, Anthony A. P. Koppers, Ayu Takahashi, Toshiya Fujiwara & 
Masao Nakanishi （2008） Seamounts, knolls and petit spot monogenetic volcanoes 
on the subducting Paciﬁc Plate. Basin Research, 20, 543-553. DOI: 10.1111/j.1365-
2117.2008.00363.x　査読あり
2）Shiki Machida, Naoto Hirano & Jun-Ichi Kimura （2009） Evidence for recycled 
plate material in Pacific upper mantle unrelated to plumes. Geochimica et 
Cosmochimica Acta, 73, 3028-3037. DOI: 10.1016/j.gca.2009.01.026　査読あり
アピール
日本海溝に沈み込むプレート上で活動する火山群が発見され、これまで地球では認

















































学外の社会活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
仙台塩釜港湾シンポジウム（パネリスト）2008年 7月
国土交通省北海道運輸局（講演）2009年 1月























1）Okumura, M. and Tsukai, M. : Business Service Production Responsive to 





2）Okumura, M.: Travel Demand Analysis for Urban Transportation planning,（20.9.23
都市交通計画に関する国際セミナー、ベトナム国立交通通信大学ホーチミン校）
3）Okumura, M.: Siberian winter roads on the frozen river and ponds, as public 
goods depending on the local environment,（21.2.28旧ソビエトにおける自然と社会
基盤に関する国際シンポジウム、総合地球環境学研究所）
4）Okumura, M. : City, Transport and Infrastructure Planning and Management 












































鉄道駅ゾーンの分類（仙台 PT と ICA を利用して）、2008.12、第 15 回鉄道技術連合
シンポジウム講演論文集、pp.645-648　査読無
16）Okumura, M. and Tsukai, M. : Business Service Production Responsive to 
the Spatially Dispersed Stochastic Demands -Optimal Stock Location Model 
Approach-, 2008.12, Irene Bernhard (ed.). Uddevalla Symposium 2008: Spatial 
Dispersed Production and Network Governance, Revised papers presented at 
the 11th Uddevalla Symposium, 15-17 May,2008, Kyoto, Japan. University West, 
Trollhättan, Sweden, pp.553-570　査読有

























































































行政機関・企業・NPO 等参加（2008年 4月～ 2009年 3月）
NPO法人シベリア研究所（NPO）　理事長 2006年 2月～現在
国連世界食糧農業機関（その他）　2006年 5月～現在
学内活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
評価分析室員 2004年 4月～現在

















国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦ロシア極東森林火災調査について、ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所、
2008年 10月 17日
国内会議　発表・ 講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
◦森林火災対策とリモートセンシング、日本木材総合情報センター、2009年 2月 3日







著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）工藤純一編、東北アジア地域ノア画像データベース構築と文系分野への利用研究
成果報告書、東北アジア研究センター叢書、第 35号、2009年 2月
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）Subbotin O., Belosludov V., Adamova T., Belosludov R., Kawazoe Y., Kudoh 
J., Competition between intermolecular interaction and configuration entropy 
as the structure-determining factor for inclusion compounds, Proceedings of the 
6th International Conference on Gas Hydrates (ICGH 2008), Vancouver, British 





































電子情報通信学会、The Institute of Electrical and Electronics Engineers （IEEE）、 
物理探査学会、日本地熱学会、資源・素材学会、Society of Exploration Geophysicists




IEEE Geoscience and Remote Sensing Society学会本部幹事（AdCom member）
2006年～ 2010年



























学内活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
学友会陸上競技部部長 2004年 4月～現在


























国際会議　主催・運営（2008年 4月～ 2009年 3月）
・GPR 2008
（2008年 6月、イギリス、バーミンガム）［運営］Advisory Comitee Member
・EUSAR 2008
（2008年 6月、ドイツ、フリードリッヒスハーフェン）［運営］Technical Comitee 
Member
・Internaional Conference on UWB
（2008年 9月、ドイツ、ハノーファー）［運営］Technical Comitee Member







科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究S　2006年 4月～ 2011年 3月
　［人道的地雷除去のためのレーダ技術とその発展的応用］
その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
共同研究費 1995年～現在
　［地中レーダによる地下埋設管検知］




JST　戦略的国際科学技術協力推進事業 2008年 1月～ 2011年 12月
　［地中レーダ（GPR）による高精度地下 3次元可視化］
著書（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）最近の物理探査適用事例集（執筆担当部分）人道的地雷除去のための地雷検知
ならびに不発弾検知技術 325-330、GPRによる遺跡調査 341-345.［物理探査学会、 
（2008）10月］　佐藤　源之
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）Inversion Approaches in Cross-Hole Borehole Radar, Geophysical Research 
Abstracts. [EGU General Assembly,Vol. 10, （2008）] M. Sato, K. Takahashi and H. 
Zhou
2）Development and Evaluation of Directional Borehole Radar with Passive 
Receiver Units. [EGU General Assembly, Vol. 10, （2008）] M. Sato and T. Takayama
3）Three-Dimensional Stereo Reconstruction of Buildings Using Polarimetric 
SAR Images Acquired in Opposite Directions. [IEEE Geoscience and Remote 
Sensing Letters, 5 （2）, （2008）, 236-240] Eryan Dai, Ya-Qiu Jin, Tadashi Hamasaki, 
Motoyuki Sato
4）Experimental implementation and assessment of two polarimetric calibration 
approaches applied for a fully polarimetric borehole radar. [JOURNAL OF 
GEOPHYSICS AND ENGINEERING, 5, （2008）, 232-243] Jian-Guo Zhao and Motoyuki 
Sato
5）FDTD Analysis of a Cylindrical Slotted Antenna for Polarimetric Borehole 




6）人道的地雷除去のためのデュアルセンサ ALIS とクロアチアでの実用化試験 . [物
理探査学会第 118回学術講演会 , （2008）]佐藤源之
7）Experimental approaches to understanding scattering behavior by Polarimetric 
GPR. [Proceeding of the 118th SEGJ Conference （The Society of Exploration 
Geophysics Japan）, （2008）] Khuut Tseedulam and Motoyuki Sato
8）GPR Target Signal Compression by Wiener Filtering. [Proceeding of the 118th 
SEGJ Conference （The Society of Exploration Geophysics Japan）, （2008）] Mahmoud 
Gaballah and Motoyuki Sato
9）Cross-calibration of Ground-Based SAR by using ALOS/PALSAR and a 
retrieval of soil moisture. [Proceedings of 7th European Conference on Synthetic 
Aperture Radar, （2008）, 475-476] Manabu Watanabe, Masayoshi Matsumoto, 
Motoyuki Sato
10）3D subsurface SAR for humanitarian demining. [Proc., European SAR 
Conference, （2008）] Motoyuki Sato, Xuan Feng, and Kazunori Takahashi
11）Bistatic 3D subsurface radar imaging. [Proc., European SAR Conference, 
（2008）] Naoki Hayashi, Motoyuki Sato
12）Calibration of Ground-Based SAR by using ALOS/PALSAR and a retrieval 
of soil moisture. [Proc., European SAR Conference, （2008）] Manabu Watanabe, 
Motoyuki Sato, Masayoshi Matsumoto
13）Dual sensor for Humanitarian demining sensor ALIS and its evaluation in 
mine a ected courtiers. [Proc. 12th Int. Conf. on GPR 2008, （2008）] Motoyuki Sato
14）ù-k Filter Design to Suppress Direct Wave for Bistatic Radar. [Proc. 12th Int. 
Conf. on GPR 2008, （2008）] Naoki HAYASHI and Motoyuki SATO
15）レーダ・ポーラリメトリの現状と将来 . [日本地球惑星科学連合 2008年大会、
（2008）]佐藤源之
16）Polarimetric SAR Approaches to Integrated Field Sciences. [6th International 
Symposium on Integrated Field Science, （2008）] Motoyuki SATO
17）Dual Sensor ALIS for Humanitarian Demining and its Evaluation Test in 
Mine Fields in Croatia. [IGRASS2008, （2008）] Motoyuki Sato
18）SIMULTANEOUS FIELD EXPERIMENTS WITH PALSAR OBSERVATIONS 
FOR SOIL MOISTURE ESTIMATION. [Proceedings of 2008 IEEE International 
Geoscience & Remote Sensing Symposium, （2008）] Manabu Watanabe, Gaku 
Kadosaki, Masami Fukuda, Motoyuki Sato
19）GB-SAR/PiSAR simultaneous experiment for a trial of  ood area detection. 
[Proceedings of 2008 IEEE International Geoscience & Remote Sensing Symposium, 
－ 176－
資源環境科学研究分野
（2008）] Manabu Watanabe, Masayoshi Matsumoto, Masanobu Shimada, Motoyuki 
Sato
20）Observation of Double Bounce Scattering from Trees by GB-SAR. [6th 
International Symposium on Integrated Field Science, （2008）] Masayoshi 
MATSUMOTO, Motoyuki SATO
21）GPR （Ground Penetrating Radar） into Real World. [URSI General Assembly, 





24）Development of Ground penetrating Radar in the Geo-Center Hannover, 
Germany - a Review. [Proc. IEEE International Conference on Ultra-Wideband, 
（2008）] Rudolf Thierbach, Dieter Eisenburger and Motoyuki Sato
25）A Fundamental Study of Bistatic UWB Radar for Detection of Buried Objects. 
[Proc. IEEE International Conference on Ultra-Wideband, （2008）] Naoki Hayashi, 
Motoyuki Sato
26）Hand-held GPR Dual Sensor ALIS and its Evaluation Tests. [Proc. IEEE 
International Conference on Ultra-Wideband, （2008）] Motoyuki Sato, Kazunori 
Takahashi
27）ALIS Development for Humanitarian Demining and its Evaluation Tests. [The 
5th European Radar Conference, （2008）] Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi
28）High Resolution 3D GPR Applied to Archaeology for Characterizing Accurate 
Subsurface Structure. [Processing of the 119th SEGJ Conference, The Society of 
Exploration Geophysics Japan, （2008）] Mahmoud Gaballah, Mark Grasmueck, 
and Motoyuki Sato
29）A novel error compensation method with the dispersion relation equation for 
the CIP method. [IEICE Electronics Express （ELEX）, 5 （22）, （2008）, 936-942] Jun 









33）PALSAR / Single & Full polarimetry observations of the Iwate-Miyagi 
Nairiku earthquake in 2008. [リモートセンシング学会、（2008）]渡辺学・朴チェウ・
米澤千夏・飯坂譲二・佐藤源之
34）CMP antenna array GPR and signal-to-clutter ratio improvement. [IEEE 
Geoscience and Remote Sensing Letters, 6 （1）, （2009）, 23-27] Xuan Feng, 
Motoyuki Sato, Yan Zhang, Cai Liu, Fusheng Shi and Yonghui Zhao
35）Evaluation of Trihedral Corner Re ector for SAR Polarimetric Calibration. 
[IEICE Transactions on Electronics, E92-C （1）, （2009）, 112-115] Shunichi Kusano, 
Motoyuki Sato
36）Evaluation of Van Khan Tooril’s Castle: An archaeological site in Mongolia 
by GPR. [Exploration Geophysics, 40, （2009）, 69-76] Tseedulam Khuut, Motoyuki 
Sato
37）（2）A new approach in enhancement of Ground Penetrating radar target 
signal by pulse compression. [Exploration Geophysics, 40, （2009）, 77-84] Mahmoud 
Gaballah, Motoyuki Sato












雷除去機関（CROMAC）は ALISの有効性を認識し、2007年 12月から 2008年 5月
まで半年間にわたるクロアチア国内での ALISの実地雷原でのテスト評価を外務省、
JSTなどの協力により現地試験が実施された。ALISは初めて実地雷原で使用された。










































国際会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
Soil moisture estimation by PALSAR in Sendai[6th International symposium on 
Integrated Field Science]（2008年 7月 26～ 28日、日本国、Sendai）口頭（一般）
Bare soil observations with the PALSAR/polarimetry mode [JFY 2008 IARC-JAXA 
Research ReportMeeting]（2009年 2月 5日、アメリカ合衆国、Fairbanks）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2008年 4月～ 2009年 3月）
PALSAR / Polarimetry 観測と、地表面粗さ推定モデルによる評価 [SAR Workshop 
2008]（2008年 9月 25日、日本国、東京）口頭（一般）
Daily change of L-band Sigma-naught for a tree. [ALOS Kyoto & Carbon Initiative 
Science team meeting]（2009年 1月 13～ 16日、日本国、Tsukuba）口頭（一般）
その他研究活動（2008年 4月～ 2009年 3月）
アラスカ永久凍土計測と PALSAR 実験（フィールドワーク）2008年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2008年 4月～ 2009年 3月）
基盤研究S　2006年 4月～ 2011年 3月
　［人道的地雷除去のためのレーダ技術とその発展的応用］
その他の競争的資金獲得実績（2008年 4月～ 2009年 3月）
一般受託研究 2007年 4月～ 2010年 3月
　［情報システム及び衛星データ等を利用した北極圏研究］
研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
1）地球観測衛星「だいち」とそのデータ利用。［地文台によるサイエンスシンポジウ
ム論文集、（2008）］渡辺学
2）Cross-calibration of Ground-Based SAR by using ALOS/PALSAR and a 
retrieval of soil moisture. [Proceed-ings of 7th European Conference on Synthetic 




4）SIMULTANEOUS FIELD EXPERIMENTS WITH PALSAR OBSERVATIONS 
FOR SOIL MOISTURE ESTIMATION. [Proceedings of 2008 IEEE International 
Geoscience & Remote Sensing Symposium, （2008）] Manabu Watanabe, Gaku 
Kadosaki, Masami Fukuda, Motoyuki Sato
5）GB-SAR/PiSAR simultaneous experiment for a trial of AEood area detection. 
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資源環境科学研究分野
[Proceedings of 2008 IEEE International Geoscience & Remote Sensing 
Symposium, （2008）] Manabu Watanabe, Masayoshi Matsumoto, Masanobu 
Shimada, Motoyuki Sato




























































































































































































































































































































































































































































研究会〔     回〕
公開の会議・シンポジウム〔     回〕









・ HIRAKAWA Arata, “On the Preservation Activities of Historic 














2008年 12月 6日、於新潟大学総合教育研究棟 D棟 1F大会議室）
・ 平川新「三度目の地震はいつ来るのか－岩手宮城内陸地震の経験か

























































































































































































































































































































































































































































































日時：2008年 9月 24日－ 26日
会場：東北大学 東京分室
主催：東北大学東北アジア研究センター


































































Valentina Nikitina （St.Petersburg State Marine Technical University） 
Electromagnetic ﬁelds on board ships. Assessment of danger for 
the crew, hygienic regulation, Russian experience in protection 
from EMF”.
Nikolay Khokhlov （Limited Liability Company NANODIAGNOSTIKA） 
Quasistatic electromagnetic tomography methods and its 




Nina Rubtsova （Research Institute of Occupational Health of 
Russian Academy of Medical Sciences） 
EMF Hhygienic standardization in the Russian Federation and 
prospects of its harmonization with international Alexander 
Worshevsky （ELEMCOM） 
EMC Standardization and activities in Russia Nikolay Chubinsky 
（Moscow Institute of Physics and Technology） 























Japanese guidelines on human exposure to EMF and ICNIRP 
guidelines 
Valentina Nikitina （St.Petersburg State Marine Technical University） 
Electromagnetic ﬁelds on board ships. Assessment of danger for the 
crew, hygienic regulation, Russian experience in protection from 
EMF”. 
Nikolay Khokhlov （Limited Liability Company NANODIAGNOSTIKA） 
Quasistatic electromagnetic tomography methods and its applications 
developed in the Institute for Radioengineering and Electronics 
（Moscow, Russia） 
Nina Rubtsova （Research Institute of Occupational Health of Russian 
Academy of Medical Sciences） 
Power frequency electromagnetic ﬁelds: biological effects, hygienic 
standardization, methods of control and protection.
Experience of Russia 
Alexander Worshevsky （ELEMCOM） 
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成果発表
EMC standardization in Russia 
Nikolay Chubinsky （Moscow Institute of Physics and Technology） 




























保科宏道 1、林朱 1、佐々木芳彰 1、川瀬晃道 1,2、大谷知行 1,3 

















研究論文（2008年 4月～ 2009年 3月）
学術雑誌 
1. Three-Dimensional Stereo Reconstruction of Buildings Using 
Polarimetric SAR Images Acquired in Opposite Directions. [IEEE 
Geoscience and Remote Sensing Letters, 5 （2）, （2008）, 236-240] 
Eryan Dai, Ya-Qiu Jin, Tadashi Hamasaki, Motoyuki Sato 
2. Experimental implementation and assessment of  two 
polarimetric calibration approaches applied for a fully 
polarimetric borehole radar. [JOURNAL OF GEOPHYSICS AND 
ENGINEERING, 5, （2008）, 232-243]Jian-Guo Zhao and Motoyuki 
Sato 
3. A novel error compensation method with the dispersion relation 
equation for the CIP method. [IEICE Electronics Express 
（ELEX）, 5 （22）, （2008）, 936-942] Jun Sonoda, Masanori Koga, 
Motoyuki Sato 
4. 一次元フラクタル媒質における電磁波の透過および共振特性の解析 
. ［電子情報通信学会論文誌 B, J91-B （11）, （2008）, 1450-1458］園田 
潤、海野啓明、佐藤源之 
5. CMP antenna array GPR and s ignal-to-c lutter  rat io 
improvement. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters, 
6 （1）, （2009）, 23-27] Xuan Feng, Motoyuki Sato, Yan Zhang, Cai 
Liu, Fusheng Shi and Yonghui Zhao 
6. Evaluation of Trihedral Corner Reflector for SAR Polarimetric 
Calibration. [IEICE Transactions on Electronics, E92-C （1）, 
（2009）, 112-115] Shunichi Kusano, Motoyuki Sato 
7. Evaluation of Van Khan Tooril’s Castle: An archaeological site 
in Mongolia by GPR. [Exploration Geophysics, 40, （2009）, 69-76]
Tseedulam Khuut, Motoyuki Sato 
8. A new approach in enhancement of Ground Penetrating radar 
target signal by pulse compression.[Exploration Geophysics, 40, 
（2009）, 77-84] Mahmoud Gaballah, Motoyuki Sato 
学会発表（査読有り）
1. Inversion Approaches in Cross-Hole Borehole Radar, Geophysical 
Research Abstracts. [EGU General Assembly,Vol. 10, （2008）]M. 
Sato, K. Takahashi and H. Zhou
2. Development and Evaluation of Directional Borehole Radar with 
Passive Receiver Units. [EGU GeneralAssembly, Vol. 10, （2008）]
M. Sato and T. Takayama
学会発表（査読有り）
1. Inversion Approaches in Cross-Hole Borehole Radar, Geophysical 
Research Abstracts. [EGU General Assembly,Vol. 10, （2008）]M. 
Sato, K. Takahashi and H. Zhou 
2. Development and Evaluation of Directional Borehole Radar with 
Passive Receiver Units. [EGU GeneralAssembly, Vol. 10, （2008）]
M. Sato and T. Takayama 
3. Cross-calibration of Ground-Based SAR by using ALOS/PALSAR 
and a retrieval of soil moisture. [Proceedings of 7th European 
Conference on Synthetic Aperture Radar, （2008）, 475-476]Manabu 
－ 209－
成果発表
   Watanabe, Masayoshi Matsumoto, Motoyuki Sato 
4. 3D subsurface SAR for humanitarian demining. [Proc., European 
SAR Conference, （2008）] Motoyuki Sato, Xuan Feng, and 
Kazunori Takahashi 
5. Bistatic 3D subsurface radar imaging. [Proc., European SAR 
Conference, （2008）]Naoki Hayashi, Motoyuki Sato 
6. Calibration of Ground-Based SAR by using ALOS/PALSAR and a 
retrieval of soil moisture. [Proc., European SAR Conference, （2008）] 
Manabu Watanabe, Motoyuki Sato, Masayoshi Matsumoto 
7. Dual sensor for Humanitarian demining sensor ALIS and its 
evaluation in mine affected courtiers. [Proc. 12th Int. Conf. on 
GPR 2008, （2008）] Motoyuki Sato 
8. ù-k Filter Design to Suppress Direct Wave for Bistatic Radar. 
[Proc. 12th Int. Conf. on GPR 2008, （2008）] Naoki HAYASHI and 
Motoyuki SATO
9. Dual Sensor ALIS for Humanitarian Demining and its 
Evaluation Test in Mine Fields in Croatia. [IGRASS2008, （2008）] 
Motoyuki Sato
10. SIMULTANEOUS FIELD EXPERIMENTS WITH PALSAR 
OBSERVATIONS FOR SOIL MOISTUREESTIMATION. 
[Proceedings of 2008 IEEE International Geoscience & Remote 
Sensing Symposium, （2008）]Manabu Watanabe, Gaku Kadosaki, 
Masami Fukuda, Motoyuki Sato 
11. GB-SAR/PiSAR simultaneous experiment for a trial of _ood area 
detection. [Proceedings of 2008 IEEE International Geoscience 
& Remote Sensing Symposium, （2008）] Manabu Watanabe, 
Masayoshi Matsumoto, Masanobu Shimada, Motoyuki Sato 
12. Observation of Double Bounce Scattering from Trees by GB-
SAR. [6th International Symposium on Integrated Field Science, 
（2008）]Masayoshi MATSUMOTO, Motoyuki SATO 
13. GPR （Ground Penetrating Radar） into Real World. [URSI 
General Assembly, Tutorial Lecture, （2008）]Motoyuki Sato, 
Alexander Yarovoy 
14. Development of Ground penetrating Radar in the Geo-Center 
Hannover, Germany 〓 a Review. [Proc. IEEE International 
Conference on Ultra-Wideband, （2008）] Rudolf Thierbach, Dieter 
Eisenburger and Motoyuki Sato 
15. A Fundamental Study of Bistatic UWB Radar for Detection of 
Buried Objects. [Proc. IEEE International Conference on Ultra-
Wideband, （2008）] Naoki Hayashi, Motoyuki Sato 
16. Hand-held GPR Dual Sensor ALIS and its Evaluation Tests. 
[Proc. IEEE International Conference on Ultra- Wideband, 
（2008）] Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi 
17. ALIS Development for Humanitarian Demining and its 
Evaluation Tests. [The 5th European Radar Conference, （2008）] 
Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi
学会発表（査読なし） 
1. FDTD Analysis of a Cylindrical Slotted Antenna for Polarimetric 
－ 210－
成果発表
   Borehole Radar Application. [ 信学技報 , EMT-08-93, （2008）] Gilberto 
   GRAZZINI and Motoyuki SATO 
2. 人道的地雷除去のためのデュアルセンサ ALIS とクロアチアでの実
用化試験。［物理探査学会第 118回学術講演会、（2008）］佐藤源之
3. Experimental approaches to understanding scattering behavior 
by Polarimetric GPR. [Proceeding of the 118th SEGJ Conference
（The Society of Exploration Geophysics Japan）, （2008）] Khuut 
Tseedulam and Motoyuki Sato 
4. GPR Target Signal Compression by Wiener Filtering. [Proceeding 
of the 118th SEGJ Conference（The Societyof Exploration 
Geophysics Japan）, （2008）]Mahmoud Gaballah and Motoyuki Sato 
5. レーダ・ポーラリメトリの現状と将来。［日本地球惑星科学連合
2008年大会、（2008）］佐藤源之
6. Polarimetric SAR Approaches to Integrated Field Sciences. [6th 




8. High Resolution 3D GPR Applied to  Archaeology for 
Characterizing Accurate Subsurface Structure. [Processing of the 
119th SEGJ Conference, The Society of Exploration Geophysics 
Japan, （2008）] Mahmoud Gaballah, Mark Grasmueck, and 
Motoyuki Sato 





11. PALSAR/Single & Full polarimetry observations of the Iwate-
Miyagi Nairiku earthquake in 2008.［リモートセンシング学会、
（2008）］渡辺学・朴チェウ〓米澤千夏〓飯坂譲二〓佐藤源之







































































































































































































































































































































































Takakura, H. 2009 The concept of manhood in post-socialist 













・ Takakura Hiroki “A wise hunter as the image of father among 
the arctic pastoralists Sakha: Masculine identity, subsistence, 
and indigenous minority.” 6th International Congress of Arctic 
Social Sciences, 27 Aug. 2008
・ 滝澤克彦「現代モンゴルの福音派教会における祈りのかたち」、日



























































































Okumura, M. and Tsukai, M. : Business Service Production Responsive 
to the Spatially Dispersed Stochastic Demands-Optimal Stock 
Location Model Approach-, 2008.12, Irene Bernhard （ed.）. Uddevalla 
Symposium 2008: Spatial Dispersed Production and Network Governance, 
Revised papers presented at the 11th Uddevalla Symposium, 15-
















































































Okumura, M. and Tsukai, M. : Business Service Production 
Responsive to the Spatially Dispersed Stochastic Demands-Optimal 
Stock Location Model Approach-, 2008.12, Irene Bernhard （ed.）. 
Uddevalla Symposium 2008: Spatial Dispersed Production and 
Network Governance, Revised papers presented at the 11th 
Uddevalla Symposium, 15-17 May,2008, Kyoto, Japan. University 







































































































































〔 ○ 〕科学研究費補助金ほか政府関係資金〔金額 3,200,000円〕
〔 　 〕総長裁量経費〔金額　　　　〕

















Mizota C, Doi H, Kikuchi E, Shikano S, Kakegawa T, Yurlova N, 
Yurlov AK. 2009. Stable isotope characterization of ﬂuids form the 
Lake Chany complex, western Siberia, Russian Federation. Applied 
Geochemistry 24: 319-327.
Kanaya G, Yadrenkina EN, Zuykova EI, Kikuchi E, Doi H, Shikano 
S, Mizota C, Yurlova NI. 2009. Contribution of organic matter 
sources to cyprinid ﬁshes in the Chany Lake-Kargat River estuary, 
western Siberia. Marine and Freshwater Research （in press）
金谷弦、Yadrenkina E、Zuykova E、菊地永祐、鹿野秀一　西シベリア・
チャニー湖における生産者から魚食魚までの食物網解析　日本生態学















































































































































Prof. Shahin F. Farzaliyev 
（Chief of Center of Translators of Institute of History, The 
Azerbaijan National Academy of Sciences, Prof. at the Azerbaijan 
State University） 
The XX-th century Azerbaijan national historiography : 







（Director of the Institute of History and Ethnology, Georgia, Prof. 
at Tbilisi State University）
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The Russian Synod’s Ecclesiastical Policy and the Georgian Society 















































































































































〔 ○ 〕科学研究費補助金ほか政府関係資金〔金額 30万円〕
〔 　 〕総長裁量経費〔金額　　　　〕
































1. 寺山恭輔「ロシア・東欧・北欧」『史学雑誌：2007年の歴史学会 ― 
回顧と展望 ― 』第 117編第 5号、2008年 6月、379-384頁
2. 寺山恭輔「ソ連における対日戦勝記念日」川島真、貴志俊彦編『資


















































































































































































































































































































Kuritani, T., Kimura, J.-I., Miyamoto, T., Wei, H., Shimano, T., 
Maeno, F.,Jin, X., Taniguchi, H. （2009） Intraplate magmatism related 
to deceleration of upwelling asthenospheric mantle: implications from 
the Changbaishan shield basalts, northeast China. Lithos, in press. 
Kuritani, T., Kimura, J.-I., Miyamoto, T., Shimano, T., Maeno, F., Wei, 
H., Jin, X., Taniguchi, H. （2008） Geochemistry and geochronology 
of Gaima basaltic lava plateau, northeast China. Geochimica et 
Cosmochimica Acta 72, A505 
〔学会発表〕計（5）件
Kuritani, T., Kimura, J.-I., Miyamoto, T., Shimano, T., Maeno, F., Wei, 
H., Jin, X., Taniguchi, H., Geochemistry and geochronology of Gaima 
basaltic lava plateau, northeast China., Goldschmidt Conference, 
Vancouver, Canada, 2008年 7月 13～ 18日
宮本毅、奥野充、菅野均志、谷口宏充、白頭山 10世紀巨大噴火以降の
噴火史の再検討、日本地球惑星科学関連学会 2008年合同大会、幕張、
2008年 5月 25～ 29日
宮本毅、中川光弘、奥野充、菅野均志、金旭、谷口宏充、中国東北部・





















































































































































































































〔 　 〕科学研究費補助金ほか政府関係資金〔金額 3,700千円〕











G. Kanaya, S. Takagi and E. Kikuchi （2008a） Spatial dietary shift 
of Laternula marilina （Bivalva） and Hediste spp. （Polychaeta） 
along environmental gradients in two brackish lagoons. Marine 
Ecology Progress Series, 359: 133-144. 
G. Kanaya, S. Takagi and E. Kikuchi （2008b） Dietary contribution 
of the microphytobenthos to infaunal deposit feeders in an 


















































Center for Northeast Asian Studies
Tohoku University
